「種のお話し」　ルカ8:15　2010年1月24日　聖日家族礼拝
１．ある人が、畑に種をまきに出かけました。かごの中には、カラフルな四つの種が入っています。

２．ところがまだ畑に着いていないのに、ひとつの種がかごから飛び出してしまったのです！

３．これはかごから飛び出した、ガリベン種夫くん。
「僕はねえ、一人で勉強していたいんだよ。一緒に畑に行くなんて、まっぴらごめんさ。やっと静かになれたな。ふん、あいつらのような低レベルな連中とはもうお別れさ。」

４．ところがところが、ガリベン種夫くんは畑ではないただの道端に落ちたので、踏みつけられたり、鳥がやってきて食べようとしたりで、もう散々な目にあってしまったのでした。

５．そうこうしているうちに、また別の種がかごから飛び出していってしまいました！

６．おいらは矢沢種吉、ヨロシク！

　オイラはロックンローラーだから、岩の上に住むことにするぜっ。ロックだから岩なんだよ、ヨロシク。　

７．ところがところが、岩は水をまったく吸いませんから、岩の上では種が成長することは出来ません。矢沢種吉くんは、どんどんやせ細って枯れていってしまったのでした。。。
　「助けてくれぇ～」

８．そうこうしているうちに、またまた別の種がかごから出て行ってしまったのです！

９．あたいは演歌タネ子、演歌で紅白目指します。どうせ人生、イバラの道よ。イバラの道こそ女の道、演歌の道。あたいは一人で生きていきます・・・」

10．ところがところが、あまりにもイバラが茂りすぎてしまいました。一人で生きて行くはずの演歌タネ子ちゃんですが、とうとう成長することが出来なくなってしまったのでした・・・。

11．一方、ちゃ～んと良い畑に巻かれた良い種の、よしタネタネよしくん。上から読んでも下から読んでもよしタネタネよし。ニコニコ笑顔で幸せそう！

12．良い畑にまかれたよしタネタネよしくんは、元気にすくすくと成長して、立派な実を実らせることが出来たのでした！
13．「良い土地に落ちたのは、立派な善い心で御言葉を聞き、よく守り、忍耐して実を結ぶ人たちである。」
イエス様がおっしゃる言葉にしっかりと耳を傾けて、そのとおりに生きるなら、私たちは良い人生を送ることが出来るんです。

そしてイエス様が用意してくださった天国へ行くことが出来るんですね。

イエス様が喜ばれるような歩みをしていきましょう。　　　　　　　　　　　　　　おしまい。

